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実験自動化が不可欠である。世界的に進むAI・ロボティクス実験自動化を点・
線・系・面に分類し，現在の課題と解決策の最新動向を概説した。
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会インフラや非常時対策等の脆弱性を指摘し，金融偏重が招く危険を考察し
た。供給者が堅持すべき産業リアリズムと S+3E の重要性を論じた。
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最適化モデル構築検討
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